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南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
巨
大

地
震
と
津
波
は
必
ず
来
る
。

近
い
う
ち
に
起
き
る
確
率
は

相
当
に
高
い
と
考
え
て
い

る
。
災
害
発
生
後
２
週
間
は

現
地
と
連
絡
が
取
れ
な
い
。

大
混
乱
状
況
に
な
っ
て
も
。

　
「
医
療
チ
ー
ム
が
高
知
県
と

徳
島
県
の
予
定
さ
れ
た
1
0
力

所
の
避
難
所
で
迅
速
に
確
実

に
医
療
活
動
を
実
施
で
き
る

体
制
構
築
」
が
目
標
で
あ
る
。

　
７
月
９
日
に
岡
山
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
３
回
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
七
フ

フ
災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
調
整
会
議
に
は
7
0
の
団

体
、
２
７
０
人
が
参
加
。
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た

へ
Ｏ
Ｕ　
第
一
部
は
立
谷
秀
清
・
福

島
県
相
馬
市
長
に
よ
る
基
調

講
演
。
そ
し
て
海
外
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
韓
国
支
部
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
シ

菅波茂

ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

台
湾
ル
ー
ツ
、
そ
し
て
台
湾

国
際
衛
生
行
動
隊
が
南
海
ト

ラ
フ
発
生
時
の
支
援
を
表
明

し
た
。

　
第
二
部
は
熊
本
地
震
か
ら

得
ら
れ
た
教
訓
と
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
南
海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
進
捗

状
況
の
紹
介
。
さ
ら
に
ハ
自

治
体
避
難
所
と
医
療
チ
ー
ム

派
遣
医
療
機
関
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
。
輸
送

と
通
信
実
施
報
告
や
自
衛
隊

飛
行
部
隊
と
の
連
携
報
告
な

ど
。
第
三
部
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

南
海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
合
同
対

策
本
部
体
制
、
原
子
力
災
害

に
よ
る
被
ば
く
対
策
に
つ
い

て
の
発
表
た
っ
た
。

　
自
治
体
避
難
所
と
医
療
チ

ー
ム
派
遣
医
療
機
関
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
「
医

療
チ
ー
ム
派
遣
医
療
機
関
と

南海トラフ災害対応プラットフォ¬ム調整会議
避
難
所
運
営
を
す
る
自
治
体
る
地
震
と
津
波
の
被
害
は
広

と
の
事
前
交
流
」
が
大
き
な
範
囲
に
長
期
に
続
く
。
国
内

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
単
に
外
の
医
療
チ
ー
ム
の
み
な
ら

事
前
準
備
だ
け
で
は
な
い
。
ず
、
募
金
・
物
資
の
支
援
を

地
震
と
津
波
に
よ
る
大
災
害
確
保
で
き
る
の
か
。
こ
こ
だ

の
中
で
生
き
被
く
被
災
者
に
肝
心
で
あ
る
。
物
流
は
長
期

と
っ
て
、
顔
な
じ
み
の
医
療
間
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
国
内
は

。
チ
ー
ム
を
迎
え
る
時
に
「
見
混
乱
の
極
み
に
な
る
。
国
際

放
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
社
会
と
の
連
携
が
命
綱
と
な

気
持
ち
と
新
た
な
希
望
が
生
る
。
そ
の
最
大
の
方
法
は
多

じ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
語
対
応
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

　
　
一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
接
点

各
地
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
た
第
３
回

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
フ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
調
整
会
議

＝
７
月
９
日
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

の
な
か
っ
た
多
く

の
善
意
の
個
人
や

団
体
と
つ
な
が

り
、
迅
速
に
し
て

確
実
な
受
け
入
れ

態
勢
を
ど
う
構
築

す
る
か
が
勝
負

だ
。
加
え
て
、
海

外
支
援
拠
点
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

も
重
要
で
あ
る
。

現
時
点
の
韓
国
、

台
湾
、
そ
し
て
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
基

軸
と
し
て
拡
充
を

急
ぎ
た
い
。

　
第
３
回
調
整
会

議
に
よ
り
、
南
海

ト
ラ
フ
に
よ
る
地
震
と
串
原
病
院
▽
か
と
う
内
科
並
木
通
。

が
発
生
し
て
も
、
約
束
の
基
り
診
療
所
▽
金
田
病
院
▽
学

幹
避
難
所
1
0
力
所
の
う
ち
７
校
法
人
川
崎
学
園
▽
キ
ャ
ン

割
ぐ
ら
い
の
対
応
が
可
能
と
ナ
ス
岡
山
▽
畿
央
大
学
健
康

な
っ
た
。
1
6
年
度
中
に
さ
ら
科
学
研
究
科
▽
倉
敷
成
人
病

に
完
成
度
を
あ
げ
た
い
。
今
セ
ン
タ
ー
▽
倉
敷
中
央
病
院

後
と
も
に
皆
様
方
の
ご
理
解
▽
倉
敷
平
成
病
院
▽
経
裕
治

と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
療
学
会
▽
航
空
医
療
研
究
所

望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
　
　
　
▽
高
知
大
学
▽
高
知
県
立
大

　
最
後
に
、
第
３
回
調
整
会
学
看
護
学
部
▽
小
倉
記
急
病

議
に
参
加
し
た
7
0
団
体
の
う
院
▽
さ
く
ら
診
療
所
▽
し
げ

ち
、
医
療
機
関
、
医
療
関
連
い
病
院
▽
就
実
大
学
薬
学
部

教
育
組
織
並
び
に
研
究
機
関
▽
諸
国
佩
太
郎
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
紹
介
し
た
い
。
本
当
に
「
感
　
▽
丸
亀
検
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽

謝
の
一
言
」
に
尽
き
る
。
こ
高
杉
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽

の
紙
面
を
借
り
て
改
め
て
お
玉
野
給
合
医
療
専
門
学
校
▽

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
（
5
0
帝
京
平
成
大
学
▽
東
京
医
療

音
順
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
学
校
▽
東
京
大
学
空
間

　
赤
穂
中
央
病
院
▽
岡
山
医
情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
▽

療
セ
ン
タ
ー
▽
岡
山
旭
束
病
戸
田
中
央
医
科
グ
ル
ー
プ
▽

院
▽
岡
山
県
立
大
学
▽
岡
山
日
本
給
研
▽
福
岡
和
白
病
院

県
看
護
協
会
▽
岡
山
市
医
師
▽
福
山
医
療
セ
ン
タ
ー
▽
福

会
▽
岡
山
心
臓
血
管
外
科
・
上
山
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校

循
環
器
医
療
推
進
機
構
▽
岡
▽
藤
田
病
院
▽
ホ
ウ
エ
ツ
病

山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
院
▽
御
津
医
師
会
▽
美
波
町

合
研
究
科
▽
岡
山
大
学
大
学
国
民
健
康
保
健
美
波
病
院
▽

院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
▽
未
来
工
学
研
究
所
2
2
世
紀
ラ

岡
山
・
建
部
医
療
福
祉
専
門
イ
フ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
▽
明

学
校
▽
岡
山
東
部
脳
神
経
外
治
国
際
医
療
大
学
。

科
病
院
▽
沖
繩
セ
ン
ト
ラ
ル
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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